























































































































































































































































































































































































































































































































































































軸 カリキュラム名 基本説明 事例
１ 教科カリキュラム
・教授する教材の目的や性質に
よって、 国語・社会・算数
（数学）・理科などの教科で構
成されるカリキュラム
・現在、初等中等学校の大部分
は教科カリキュラムによる。
・旧くは『７自由科』や『四書
五経』なども含まれる。
２ 相関カリキュラム
・教科カリキュラムによる教科
の区分を踏襲しつつ学習効果
の向上のため、２教科以上の
間の相互関連を図るカリキュ
ラム
・イギリスで実践され、日本に
も導入されつつあるクロス・
カリキュラム
３ 融合カリキュラム
・教科の学習を中心とするが、
時事問題などを利用するため、
問題の範囲を覆う教科の境界
を撤廃したカリキュラム
・歴史・地理・公民などを融合
した一般社会科など
４ 広領域カリキュラム
・教科の枠組みを取り払って、
広領域で教育内容が再編成さ
れたカリキュラム
・第一次世界大戦後の10年程度、
アメリカの小学校と大学とで
実施された。
５ コア・カリキュラム
・特定の教科、学習者の関心、
社会の問題などを中核（コア）
とし、周辺に基礎的知識・技
術などを配置して、構造化さ
れたカリキュラム
・戦後日本の千葉県北条プラン
や兵庫県明石プラン
６ 経験カリキュラム
・既存の学問や教科の体系では
なく、学習者の興味や欲求か
ら作成されたカリキュラム
・幼稚園教育がこれに近い
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表３ 天野正輝氏による原理別「カリキュラムの類型」の分類
原理 着目点 カリキュラム類型
教育内容に着目
教科カリキュラム
経験カリキュラム
教科相互の関係に着目
分化カリキュラム
統合カリキュラム
履修原理の違いに着目
年齢主義（履修主義）
課程主義（習得主義）
注1）天野正輝「カリキュラムの類型」日本カリキュラム学会編『現代カリキュラム事典』ぎょうせい、2001年初版、
2005年再版、pp.16-17に基づいて作成。
注2）表中の表現は、天野氏の表現を引用したもの。出典については、本文の引用注記を参照。
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表４ 天野正輝氏による「教科－経験、分化－統合の軸の組み合わせによるカリキュラム類型」
注1）天野正輝「カリキュラムの類型」日本カリキュラム学会編『現代カリキュラム事典』ぎょうせい、2001年初版、2005年
再版、pp.16-17に基づいて作成。
注2）表中の表現は、天野氏の表現を引用したもの。出典については、本文の引用注記を参照。
カリキュラム名 基本説明 事例
分離教科カリキュラム
・個々の教科の背後にある学問の論理的知
識体系をただちに教科の内容とし、教科
相互の間にはなんらの関連も考慮されな
い多教科並列のカリキュラム
・この型のカリキュラムが長く採用されて
きた理由は、文化の各領域について網羅
的な知識・技能を習得させることを学校
の任務と考える教育観が支配的であった
から、また、編成が容易であり、知識・
技能を体系的効率的に教えることが可能
だと考えられてきたから。
・学問の発達・分化につれて、教科の数が
増え、学習者の負担を重くし、知識の伝
達のため、記憶的にのみ学習しやすい。
・創造的思考力や実践力は育ちにくい。
・学習内容が抽象的、一般的なものになり
やすく、地域の特殊性、子どもの興味・
関心を軽視した授業に陥りやすい。
・ローマ時代に発生し長く ヨーロッパの
教育の主要 教科となった七自由科
・1872（明治5）年の学制におけるカリキュ
ラム
関連（相関）教科
カリキュラム
・教科カリキュラムによる教科の区分を踏
襲しつつ、学習効果の向上のため、教科
間の相互関連を図ったカリキュラム
融合カリキュラム
・教科の学習を中心とするが、問題の範囲
を覆う教科の間の境界を撤廃したカリキュ
ラム
・地理、歴史、公民の融合としての社会科
や物理学、化学、生物学、地学の融合と
しての理科などのカリキュラムである。
広(領)域カリキュラム ・教科の枠組みを取り払って、広（領）域で教育内容が再編されたカリキュラム
コア・カリキュラム
・生活現実の問題解決を学習する「中核課
程」と、それに必要な限りで基礎的な知
識や技能を学習する「周辺課程」からな
る。
・中心課程の内容は経験カリキュラムとし
て構成され、カリキュラムの中核的位置
にある。
・周辺課程は教科的内容によって構成され
るからまったく教科の存在を認めない経
験中心カリキュラムに比べて教科カリキュ
ラムに近いといえる。
・1930年代のアメリカで実践されたヴァー
ジニア・プランはその代表である。
経験中心カリキュラム
・総合カリキュラム、生活カリキュラム、
活動カリキュラムともいわれ、狭義の経
験カリキュラムである。
・これは、一切の教科の存在は認めず、子
どもの興味と目的をもった活動からなる
総合的な単元で全体が組織される。
・教科の壁は消滅し、学校教育は子どもの
生活そのものと一致する。
・キルパトリックの提唱したプロジェクト・
メソッドの概念は、経験カリキュラムを
展開する方法的原理だといえる。
・方法的単元構成の2つの立場。
・学習内容として社会の現実の諸問題を取
り上げ、これを総合的に検討し、解決の
方向を探らせ、主として社会的実践力の
育成を目指すもの
・子どもの心性は未分化であるから教科区
分はなじまず、統合的な内容で学習させ
るという、もっぱら心理的側面から構成
していくもの
具体的なカリキュラム名は三者とも６種類で
あり、名称もほぼ一致している。だが、その位
置づけの説明は三者とも異なる。原理や事例に
ついても同様である。
カリキュラム名は、
① 教科カリキュラム
（分離教科カリキュラム）
② 相関カリキュラム
（関連(相関)教科カリキュラム）
③ 融合カリキュラム
④ 広(領)域カリキュラム
⑤ コア・カリキュラム
⑥ 経験カリキュラム
（経験中心カリキュラム）
５．カリキュラム類型化の原理
三者とも６つのカリキュラム名は、ほぼ共通
している。だが、これらを成立させている「原
理」や「軸」についての説明は異なる。
安彦氏は、構成原理による類型として６つの
カリキュラムを捉えており、教科型から経験型
までのバリエーションとして見ている。
これに対し林氏は、教科相互の関係に注目し
た「分化―統合」の軸によって類型化されたも
のが、６つのカリキュラムだと捉えている。
さらに、天野氏は、教育内容を選択し組織す
る原理として、教育内容に着目することによっ
て教科カリキュラムと経験カリキュラムに類型
化でき、教科相互の関係に着目することによっ
て分化カリキュラムと統合カリキュラムに類型
化できると述べているが、６つのカリキュラム
の説明に際しては、教科－経験、分化－統合の
軸の組み合わせによると述べる。そのため、ま
ず分離教科カリキュラム、改造された教科カリ
キュラム、経験中心カリキュラムという３区分
を挙げて、改造されたカリキュラムのなかに４
種類のカリキュラムを入れている。だが、二つ
の軸がどのように組み合わされているのかにつ
いての説明はない。
三者の説明を合わせてみると、カリキュラム
類型の原理を確定することはできない。
６．６つのカリキュラムの基本説明
① 教科カリキュラム
（分離教科カリキュラム）
現在の初等・中等教育の教育機関で行われて
いるカリキュラムである点については一致して
いる。安彦氏と天野氏は、①の特徴として、子
どもの側の心理性を無視している、子どもの興
味・関心を軽視したものになりやすいという点
に言及している。教科が相互に独立して組織さ
れていることイコール子どもの側の心理性を無
視していることなのだろうか。教科が相互に独
立していながら、子どもの心理性を考え、子ど
もの興味・関心を考慮している場合、教科カリ
キュラムとは言わないのだろうか。
② 相関カリキュラム
（関連(相関)教科カリキュラム）
教科相互の独立性は保ちながら、学習効果の
向上のために、内容的に二つ以上の教科を関係
づけて教えるカリキュラムだという点では、三
者の見解は一致する。ここでは、三者ともに、
相関するのは教科であり、ある同一内容を巡っ
て、複数の教科を関連づけることを意味してい
る。
③ 融合カリキュラム
教科の枠を取り外すという点は三者とも一致
している。だが、安彦氏は、いくつかの教科の
類似内容を取り出して、新たな教科を作り出す
という。林氏は、教科の枠を撤廃して、時事問
題などを扱うという。天野氏は「教科の学習を
中心とするが、問題の範囲を覆う教科の間の境
界を撤廃したカリキュラム」（p.16）という。
三者三様の説明だと捉える。
④ 広(領)域カリキュラム
これも三者の捉え方が異なる。安彦氏は、大
学でのカリキュラムを念頭に置き、林氏、天野
氏は教科の枠組みを取り払った教育内容の再編
成を念頭に置く。
⑤ コア・カリキュラム
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安彦氏は、コア・カリキュラムには「教科型」
「経験型」があると捉える。天野氏は生活現実
の問題を扱うカリキュラムとして捉えている。
⑥ 経験カリキュラム
子どもの生活経験や必要、さらに要求に従う
カリキュラムという点は一致している。学校教
育が子どもの生活と一体化するともいわれる。
また、文化的知識や技能、価値が対極に置かれ、
これらから授業をつくるのではないと述べられ
ている。子どもの生活と、文化的知識や技能、
価値を対置している。だが、この二律背反的な
視点自体の検討が求められる。
基本説明の全体を通してみると、個々のカリ
キュラムについての概念規定にあたるのか、い
わゆる説明なのか不明瞭である。また、各カリ
キュラムの内容に違いがあるため、カリキュラ
ム内容を確定することができない。
７．カリキュラごとの事例
① 教科カリキュラム
（分離教科カリキュラム）
現在の初等中等教育機関がこれに基づいてい
ることは共通の事例であるが、安彦氏は藩校な
どで初学者に対して四書五経の勉強をさせたこ
とが教科カリキュラムだと捉え、林氏は四書五
経そのものを教科カリキュラムの例としている。
林氏と天野氏は七自由科も例として挙げる。
② 相関カリキュラム
（関連(相関)教科カリキュラム）
安彦氏は、科目間、教科間、教科と科目間、
教科と特別活動、偶然的・計画的相関を示して
いる。林氏は、教科間の相関として、クロス・
カリキュラムを挙げている。天野氏の事例はな
い。
③ 融合カリキュラム
安彦氏は新たな教科を作り出すことを融合カ
リキュラムとして捉えており、合科的な性格の
一般理科、生活科を例として挙げている。林氏
は基本説明との関連で時事問題などをとり入れ
る融合カリキュラムとして、一般社会科を挙げ
ている。天野氏は高等学校のいわゆる科目と教
科の関係、あるいは、中学校の理科に４つの分
野が含まれていること、社会に地理・歴史・公
民が含まれていることを融合カリキュラムの例
としている。
融合カリキュラムの定義を明確にして、改め
てこれらの例がすべてあてはまるのか、この中
の一部が該当するのかをみる必要がある。
④ 広(領)域カリキュラム
安彦氏は大学の一般教育カリキュラムを例と
している。三領域区分があり下位区分として科
目がある。その分け方が二種類あるが、「教科
型」と「経験型」が挙げられている。林氏が例
として挙げている第一次世界大戦後の10年程度
実施された例の一つである大学の事例が安彦氏
のものと一致するのだろうか。天野氏は例を挙
げていない。
⑤ コア・カリキュラム
安彦氏は、コア・カリキュラムを「教科型」
と「経験型」に分ける。「経験型」の考え方の
例として、「中心課程は社会機能法などによっ
て子どもの生活課題を中心に問題解決的内容で
構成された総合的な課題で、周辺課程はそれに
必要な基礎的知識・技能を学習する課程であっ
たり、あるいは高学年では個々人の関心や興味
に応ずる選択課程であったりする。」 (p.56)と
述べるが、具体的な事例はない。
林氏は戦後間もないころの新教育実践の中か
ら、千葉県北条プランや兵庫県明石プランを例
に挙げている。
天野氏は、生活現実の経験問題を解決する
「中核課程」は経験カリキュラムとして構成さ
れ、その「周辺課程」は、教科的内容によって
構成されるという見方にもとづいて、1930年代
のアメリカで実践されたヴァージニア・プラン
をその代表例としている。
⑥ 経験カリキュラム
安彦氏は、オープン・カリキュラムを例とし
て挙げる。林氏は幼稚園教育がこれに近いとい
う。天野氏はキルパトリックの提唱したプロジェ
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クト・メソッドの概念を、「経験カリキュラム
を展開する方法的原理」(p.17)だと捉えている。
カリキュラムごとの基本説明を補強するもの
が事例であるが、三者の事例をあわせてみると、
同一の内容を示しているとは言い難い。一つひ
とつの事例を検討する必要があると同時に、6
類型のカリキュラム概念の明確さの必要性もあ
ると考える。
８．カリキュラム類型の位置づけ
それでは、6つのカリキュラム類型は、現在
のカリキュラムを研究し、構成するうえで、ど
のように位置づけられているのだろうか。過去
の分類法として扱われているのか、あるいは、
現在の分類法として有効とみられているのか。
安彦氏は、「今後は、この類型論をいかにし
て具体的なカリキュラム構成の上で生かしてい
くか、を探ることが必要である。」 (p.57)と述
べており、現在のカリキュラム研究のための分
類法として捉えている。
林氏は、すでに紹介したように課題として、
「現在、教科の再編・統合を含めた将来の教科
等の構成のあり方についての関心が高まってい
るが、その際には、カリキュラムの類型論を踏
まえたカリキュラム構造改革が必要となる。」
(p.22)と述べているので、現在に有効なものと
して、6つのカリキュラム類型を位置づけてい
る。
天野氏は課題として、カリキュラム動向につ
いて述べている。
いずれも、過去の分類法として位置付けてい
ない。また、ある人物が行った分類法として限
定的に紹介しているのでもない。むしろ、現在
あるいは将来のカリキュラム構成に、この6つ
のカリキュラム類型をどう生かすかという方向
で捉えている。
まとめ
一つのカリキュラムを構想しようとするとき、
また、一つのカリキュラムを目の前にして検討
しようとするとき、その位置づけが必要だとい
う考える点では、事典で「カリキュラムの類型」
の執筆を担当した三者と私の考えは一致する。
では、具体的にどう位置づけるのかというと
き、現在も「カリキュラムの類型」をもとに考
えることになるのだろう。それ以上に新しい区
分や分類はないのだろう。
だが、本稿の検討を通じて、各カリキュラム
の理解も執筆者の捉え方によって異なるほどに
幅が広く、カリキュラムの全体像や分類判断の
基準は明確でないことがわかった。
学校教育における教育内容の検討が早急の課
題となっている今日において、カリキュラムの
概念規定の明確化は急を要する。カリキュラム
の全体像を把握することと、位置づけを明確に
すること、そして、その中で何を変えるのかを
共通に理解できる事柄として提示していくこと
が、カリキュラム変革の際の共通理解を形成す
るために必要なのではないだろうか。
その際、この6つのカリキュラム類型の概念
規定を明確にし、その具体的イメージとなる事
例をよりわかりやすく提示するのがよいのか、
あるいは、別の分類方法を提案するのがよいの
かは検討する余地がある。
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（３）投稿原稿は完全原稿とし、投稿の際にはプリントアウトした原稿（A４版）１部および
原稿の入った電子媒体（フロッピーディスク、CD-R、ほか）１枚の、両方を提出する
ものとする。
（４）投稿者本人による校正作業は３回までとする。
（５）抜刷りは原稿1編に付き50部までを無料とし、それを超える部数については投稿者の実
費負担とする。
７．著作権の帰属
『国際経営論集』に掲載された研究論文等の著作権は、著作者に属する。ただし、著作者は掲
載論文等がそのままの形で電子媒体により複製され、ウェッブ上に公開されることを許諾した
ものとする。
附則 2008年5月1日より本投稿規定を施行する。
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